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愛
染
院
の
梵
鐘
　
〓
望

登
銀
有
形
文
化
財

●●

所所
在有
地者

宗
教
法
人
　
愛
染
院

春
日
町
4
－
1
7

執
事
燈
籠
〓
基
）登

録
有
形
文
化
財

平
成
1

8
年
2
月
1
5
日
、
練
馬
区
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
神
輿
渡
御
行

列
図
絵
馬
」
を
指
定
に
、
「
内
国
勧
業
博
覧

会
褒
状
」
な
ど
7
件
を
登
録
文
化
財
と
し
ま

し
た
。

こ
れ
で
、
区
の
登
録
文
化
財
は
有
形
文
化

財
8
4
件
、
無
形
文
化
財
2
件
、
有
形
民
俗
文

化
財
3
4
件
、
無
形
民
俗
文
化
財
2
5
件
、
史
跡

1
3
件
、
名
勝
1
件
、
天
然
記
念
物
9
件
の
合

計
16
8
件
に
な
り
、
そ
の
う
ち
3
8
件
が
重
要
な

も
の
と
し
て
指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

指
定
・
登
録
さ
れ
ま
す
と
、
適
切
な
管
理

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
奨
励

金
や
指
定
に
限
ら
れ
る
も
の
の
修
理
・
保
存

の
た
め
の
補
助
金
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

都
市
化
に
よ
っ
て
、
自
然
破
壊
や
伝
統
的

な
風
俗
・
慣
習
の
衰
退
が
進
ん
で
お
り
、
文

化
遺
産
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

文
化
の
創
造
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と

で
す
。

わ
が
ま
ち
練
馬
が
豊
か
な
文
化
都
市
と
な

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
文
化
財
の
保
護
・
活

用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

神
輿
渡
御
行
列
図
絵
馬
二
面
）

摘
発
有
形
民
俗
文
化
財

●●

所所
在有
地者

個
人
蔵

高
松
3
丁
目

高
さ
1
3
4
c
m
、
口
径
7
7
c
m
の
釣
り
鐘
で
す
。

上
部
の
周
囲
に
庇
　
（
ひ
さ
し
）
　
状
の
突
起
、

下
部
に
は
唐
草
文
様
、
蓮
華
（
れ
ん
げ
）
　
座

や
月
輪
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
元

禄
1
4
年
　
（
一
七
〇
一
年
）
　
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
す
。

●●

所所
在有
地者

宗
教
法
人
氷
川
神
社

氷
川
台
4
【
4
7

横
1

4
3
c
m
の
ケ
ヤ
キ
一
枚
板
の
絵
馬
で
す
。

氷
川
神
社
で
3
年
に
一
度
行
な
わ
れ
る
、
神

社
発
祥
の
地
で
あ
る
お

浜
井
戸
（
桜
台
6
－
3
2
）

に
、
御
神
体
が
里
帰
り

す
る
神
輿
渡
御
行
列
を

伝
え
て
い
ま
す
。
5
0
人

余
り
の
氏
子
が
神
輿
を

担
い
で
石
神
井
川
沿
い

を
練
り
歩
い
て
い
る
姿

が
、
彩
色
豊
か
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
明
治
4
3

年
（
一
九
一
〇
年
）
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で

す
。

高
さ
4
2
c
m
、
石
造
り
で
角
柱
形
で
す
。
上

部
が
や
や
幅
広
く
膨
ら
ん
だ
織
部
型
の
燈
籠

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
燈
籠
と
も
呼
ば
れ
、
正
面

に
信
仰
を
表
す
と
さ
れ
る
記
号
と
聖
母
の
よ

う
な
像
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
火
を
と
も
す

部
分
は
失
わ
れ
て
お
り
、
形
態
か
ら
江
戸
時

代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、
所
有

者
や
周
囲
の
方
々
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
公
開
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

（
有
形
文
化
財
）

17 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 元 年

神 井 伊 金 関 粕 小 本 丸 干 閥 妙 三 長　 石 練 長 井 井 井 北 御 鶴 氷 豊 下 下 尾 妙 春 長 服 大　 中　 町 北 南 小

名

称

輿 頭 賀 乗 の　 原 美 寿 山　 川　 魔 聖 霊 空 讐

寸 寸 寸 面

馬 享　 U　 U　 口 町 府 の 川　 島 練 練 崎 福 口　命 部 人　 里　 田　 条 成 島

盲度 の 衆 院 か 家 濃　 院 東 家 ・ 束 二　 家 家 家 聖 内 舞 神 氏 馬 馬 遺 寺 町 寺 半 車　 の 家 氏 院 家

御 ヤ 奉 御 ん 薬 英　 の 遺 文 十 の　 の　 の　 六 小 年 文 文 文 観 井 社 奉 の　 の 跡 文 出 仁 蔵 富 文 康 鐘 文

行 ナ 納 未 か　 医 男　 み 跡 書 王 梵 梵 梵 撃 学 の 書 書 書 音 村 富 納 冨 大 出 書 土 王 奉 士 書 印 楼 書

列 ギ の 印 ん　 門 家　 く 出　　 像 鐘 鐘 鐘 墓 校　 申 座 方 上　 の 土　 山 土 の　 門 納 塚　　 判 門

図 水 状 地 文　 じ 十　　 と
コ＝こ士：

の 待 像 旧 塚 石 塚 遺 「J
Hロ

壷　　 の 状

絵 盤

鳥

居

蔵 書 道 の　　 桓 道 7　枚 記 燈 道 形　　 仁

馬 具 木 筆

製 帳

口日日

し
る
ベ

ジ 碑 籠 標 土　 王

器　 像

平 平 昭 平 HR　平 平　 平 平　 乎　 昭 昭　 昭　 昭　 昭 平　 昭　 平　 平　 平 昭　 平 乎　 乎　 昭 乎　 乎 平　 平 平　 乎　 昭 昭　 昭　 昭　 昭 昭　 昭 登
成 成 和 成 和　 戌 成　 成 成　 成　 利 利　 和　 和　 和 成　 和　 成　 成　 成 和　 成 成　 成　 和 成　 成 成　 成 成　 成　 和 和　 和　 和　 和 和　 和 録
12 元 63 8 63　2 7　 7 8　 9　63 62　61 61 62 6　61 7　 6　 5 62　3 4　 2　62 元　 3 3　元 元 元 62 63　61 63　6 1 63 62 年
年 隼 年 年 年　 隼 年　 年 年　 勾二　iF 午　 年　 午　 年 年　 午　 年　 年　 年 午　 年 年　 午　 年 年　 il三 年　 年 年　 牢　 隼 午　 年　 午　 年 午　 年 度
度 度 暖 舷 度 l変 度　 度 度　 度　 度 度　 度　 度　 度 度　 度　 度　 度　 度 舷　 度 度　 度　 度 度　 度 度　 度 硬　度　 度 度　 度　 度　 度 度　度

昭和61年度

長
命
寺
の
梵
鐘

三
宝
寺
の
梵
鐘

北
条
氏
康
印
判
状

称

所
在
地
・
所
有
者
等

高
野
台
3
－
1
0
長
命
寺

石
神
井
台
1
－
1
5
三
宝
寺

石
神
井
1
－
1
6
道
場
寺

平成3 年度 平成 2年度 平成元年度 昭和63年度 昭利62年度

36　35　　　 34　33 32　31 30　29　28　27 26 25　24 23　22　21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9　8　　　 7　6　5

絹　紙　　 下 宮 尾 金 縄 新 横 相 尾　＊2　春 妙 加 長 伊 町 水 間 角 氷 榎 氷 南 小 妙 午 双　　 石　豊　服
本　本　　 線　Ⅲ 張 銅　文 井　山　原 張 旧　日　福 藤 命 賀　田　川　魔 桂 川　本 川　蔵 島 福 若 蝶 追 悼　島　部
着　着　　 馬 橋 殿 製 時 家 家 家 殿 震 町 寺 家 寺 衆 家 神 ・型 神 家 神 院 家 寺 丸 　々し七　氏　半
色　色　　 の　敷 鷹 飾 代 文 文 薬 鷹 災 出　文 文 仁 奉 文 社 十 水 社 長 社 鐘 文 の ・曲　る　面　奉　蔵
明　以　　 大　石 場 具 の 書 書 医 場 復 土 善 書 土 納 書 の　王 盤 の 屋 の 楼 書 梵 弁 輪 べ 六　納　奉
翌　天　　 山　供 碑　　 竹　　　　 門 碑 興 の　　　　 門 の　　 狛 像　　 水 門　旧　門 鐘 慶　臼　　 観　の　納
宗　宗　　 遺 養 カ 仮 壷 水　　 夫　と　　 盤　　 拝 図 記　　 音　石　の
普　活　　 遺　塔 ゴ

郷 郷 郷 桜 高 田

設 形 盤　　　　 檀　　　　　 殿 絵 図　　 勢　燈　仁
像 像 標

桜 桜 （ 北 高

住 土 肇 郷　　 馬 絵　　 至　龍　王
宅 器 鳥　 檀

居
土　 馬　　 像
資

大 （ 郷 南 土 高 大 東 氷 人 水 石 南 豊 中 豊 実 露 豪　 富 露 悪

台　台　管　町 松 土 十 土 台 野 柄 泉 解 土 大 支 野 泉 大 川　泉 川　神　凹　玉 村

6　6　理 1　2 資 資 資　 3　台　 5 町 除 資 泉　田 台 町 泉 台　町 台 井　中 南 1 妻 写 三 三 毒 豊 苧 孟

l l 理 11 1 19
l l 者　 － l 科 料 料 l l l 3　） 科　 5　4　3 5　7　4　6　4　台　 4　2 l

20　20　）　38　3 室 室 室 35 1 8 l　 室 1 l l l l l l l l l l 15
贋 廣 練 北 （ 新　 7　粕 16　　　　　 6　45 10 15 27 47 24 47 】13 15 南
等 等 筐 覧 警 井 横 原 大　　　　 妙 加 長 氷 町 氷 散 水 18 榎 氷 蔵 毒 等 登 蔓 衰 芸 諾 芳　川 社

史　 院 霊

忠　山 延 霊　 警 慧 雲 川　出　川　学 川　氷 本 川　院
］ヒ里　－ 之 茂 寿 神 和 神　院 神　川　悦 神
遊　撃 樹 小　　　　　　 人 社 雄 社　　 社 神　　 社
園 琵 学

校
社

15 14 平成13年度 12 平成11年度 平成10年度 平成 9 年度 平成 8年度 平成 7年度 平成 6年度 平成5年度 4 平成 3年度

75　74 73 72　71 70 69 68 67 66 65　　 64　63 62　61 60 59 58　57　56 55　54 53　52　51 50 49 48 47 46 45　44　43 42 41 40 39 38 37

石　小 相 広　子 石 中 八 橘 絹 長　　 北 八 千　明 本 氷 中 丸 金 阿 西 高 小 井 三 武 井 石 相 比　井　増 荘 尾 御 阿 土 紙
神　林 原 川　ノ　神 野 ケ　紋 本 谷　　 町 幡 川　里 寿 Jl 宮　山 乗 弥 大 稲 美　口　宝 蔵　口 製 原 丘　口　島 家 崎 府 弥 支 本
井　家 好 松　聖 井 屋 谷 椿 着 川　　 の 神 家　宗　院 神 遺 棄 院 陀 泉 荷 濃 家 寺 関 家 絵 正 尼　家　家 文 道 内 陀 田 墨
西　住 吉 五　観 城 商 戸 凡 色 家　　 仁 社 文 普 の 社 跡 還 御 寺 の 遺 英 文　山 遺 文 馬 太 橋　文　薬 書

郷

跡 井 寺 八 画
尋 宅 家 郎　世 跡 店 通 帳 釈 文　　 王 の 書　の 賽 の 出 跡 朱 の 稲 跡 男 書　門 跡 喜　　 郎 遺　書　医 出 村 の 幡 淡

常 文 開　音 出 文 跡 柄 迦 書　　 像 本 塞 銭 神 土 出　印 伏 荷 出　家 出　　　　 家 跡　　 門 土 方 半 官 彩
小 書

田

係　碑 土 書

郷

出 鏡 十 殿

春 （ 北 中

跡 箱 輿

郷 桜 早 豊

の 土 状 せ 神 土 文 土　　　 住 出 品 旧 鐘 の 希
学 資　　 小 七　　 六 小 の　　 鉦 社 の 書 の　　　　 宅 土 記　　 半 里
校 料 刀

練 貰 郷

の　　 善 型 木　　　　 本 ‖ 大 の 鐘 宗

の 大　　 神 壷 製　　　　 殿 石 型 旧 竿
リ 形　　 像 形 品 器 槍 石 像

1
芸琶

墓室等 嘉讐警雷雲郷大　関石蓋猶 器関谷 春．平錬士桜柄 馬　井 土 土 日　管　町 村 土 台宮 玉 土 泉 町 神 町　原 土 日和馬 支台
ル 5

ガ 1

5 4　5　資 資 町 理　2　南 資　6　2　南 資 l l 泉 資 学 南 井 北　3 資 尾 町台 1 田　6
l l 】料 料 3　者 1 3 料 I l 2 料　4 l 5 科 図　4　台 2　5　5 郷 2 l

蓋 去 望

料 崎　5 1 l 4 l

ン 11 8 7　7　室 室 嘉 〒芸 l ） 38 l 室 20 26 i 室 金 44 1 室 町 l l l l l 室

所

遺 I L　44 l 20
小 相 広　円 29 北 北　2 贋 本 15 乗 阿 1 2　5 l 饉 跡 12 32 阿28 贋

聖 霊 原 川　光 19 徳 長　町　町　八 徳 寿氷 郷 院 弥稲

蓋　 等 蓋

【井 15 資春内 弥土徳
延 青　院 郷 禅 寺 谷 二 観 幡 寺　院 Jl 23　口　三 室　口 一 有 料 日　田 陀支寺

資　一 寿 五 土 走 川　丁 音 神 神 小 康 宝 正　平 者 展小 義寺 田

料 資 院 恒　日　生 社 社 美 子 寺 利
荘

ホ 学康　　 八
室 料 範 町 室 濃 郎 室 校　　　 幡

室 A云 英
男

半
蔵

宮
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平成17年度 平成16年度 15
86 85 84 83　82　81 80 79 78　77 76
千 束　内　閲 愛 織 十 九 小 栗 木
川 早 国　口 染 部 川 山 竹　原 下
垂 董 董 書 芸 芸 上 束 道 家

水 遺 跡 文
の 跡 出 書
記 方 土

家
文
書

郷

ル　土　会 録 形 の
ノi の　袋 フ 周　大
ム　局　状 イ溝 珠

部 ル 墓
豊 磨 郷 土 春 高 ム 出 郷 郷
玉 製 土 支 R　桧 土 土 工 十
L イ了資 田 町　 3 品 資 資 資

憤
室 T I R

　愛 個

科 料
烹 虫
二士ニ＿‾1丁二

郷 郷
十 ．t
資 資
料 料
虫 衷

料
睾

±ヒ

射
有
形
－
4
は
種
別
変
史
の
た
め
欠
番

糀
平
成
1
1
年
8
月
3
1
H
移
転
に
よ
り
登
録
解
除

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

16 13 平成12年度 平 成1 1年 度 10 9

34 33 3 2 31 3 0 29　28 27 2 6 2 5 24 23 2 2

高 林 大 二 江 神 谷 九 着 醤 井 棒 富

松 稲 氷 十 古 輿 原 彫 藤 油 戸 屋 士

の 荷 川　 三 田　渡 延 聖 水 醸 替 資 講

庚 神 の ノ夜 の 御 命 観 車 遣　 え 料

郷

巡

申 社 力　 待 富 行 地 昔 用 業 用 拝

塔 の 石 供 士 列　 蔵 立 具 用　 具 装
庚 養 講　 図 像　　 具 東

郷

申 塔

氷 下

関　絵 廻

塔

音 曲同 二∈亘．

係 馬
資

料

供 固

着

塔

小 水 谷 旭 南 郷 郷

松 玉 川　 石 竹 川　 原 町　 田　土　土 土 土

1 北 台 神 町　台 1 2　中　資 資 資 資

l l 4　井 1 4 l 【 1 科 料 料 料

2 2 l l 6 l l 17 9 1 重 量 室 室
上　 7 47 l 59 47　地 稲 22

原 林 氷 1 浅 水 先 荷 斎
益 稲 川　 天 間　川 神　藤

雄 荷
神

社

神 祖
社 神

社

神 神
社 社

社 勝

16 平成15年度 平成14年度

26　25　24 23　22　21 20 19 18 17

上 北　 白 谷 富 春 貫 大 南 石

石　 町　 山 原　士　 臼　井 山　 田 神

神 職 神 嚇 見 町 嚇 講　 中　井

井 子 社 子 台 q維 子 灯 嘩佳台

維　　 嚇 け維 子 籠 子 機

子 子

上 北 白

子

谷 富 春 貫

立 子

て
行

事
南 石

石　 町　 山 原 土　 日　井 田　神

神 嚇 神 q維 見　 町 噸 中　井
井 子 社 子 台 聡 子 向 聯 台

1難 保 聯 保 輝 子 保 （ 二 子 嚇
子 存 子 存 子 連 存 下 谷 保 子

連 会 連 会 保 （　 会 石 大 布 達

（ 存 春 （

谷 会 目 貫

翼 豊 至 芸

（　 北 棟
上 町 馬 原　 （　 町 井 1　 南 神

石 地 地 地 富 地 ・ 田 井

神 城 城 域 士 域 高 2　　 中 台

井　）　 ） ） 見 ） 松 丁　 地 地
地 台　　 地 日　 域 域

域 地　　 域 地　　 ） ）
域　　 ） 域

瑚
内
田
安
太
郎
・
平
成
7
年
7
月
3
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
史
跡
）

（
無
形
文
化
財
）

8 平成7年度 6 5 平成4年度 3 2 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度 昭和6 1年度

2 1 20 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9 8　　　 7 6　 5 4　　　 3 19　　　 2　 1

織 石 力　 本 丸 金 僧 高 氷 文 沢 氷 下　　 狐 関　大 弥　　 北 長　　 中 江

部 帳 持 寿 彫 乗 形 松 川 応 庵　 川 練　　 の の　 ノヽ 陀　　 町 享　　 里 古

燈　 六 ち　院 青 院 馬 の　神 元 濃 神 馬　　 大 か 車 二　　 二FU
．＿▲　　 三E

二　　 の　 L口

籠 面

／ヽ

惣　 の 面 の　 頭 庚 社 年 製 社 の　　 根 ん 尊　　 観 年　　 富　 の

丘　 み 金 ・一観 中　の の 造 富 富　　 取 か 来　　 音 の　　 士 富

地 衝　 く 繭 石 青 塔　 力 弥 用　 土 士　　 り ん 迎　　 座 中　　 塚 士

蔵

石 石

馬 の　 じ 庚 六 石

高 豊

陀 具 塚

郷 北

塚　　 入 地 画　　 像 待　　　　 塚
東　　 通 申 地 板 れ 歳

関 郷

像 板
観　 具
立＿
［∃

塔 蔵 碑 絵 図

馬

板 （
砧卜管

碑

大 早 下 錦　 －サ 石 北　　 西 ヱト1∃
石 理 北

郷　　 富 小

神 神 泉 宮 伊 イイ 2　宮 桧 玉 神 土　 町 町　　 人 町　 土 神 者 町 土　　 士 竹

井 井 学　 2 保 神 l 2 2　南 井 資　 8 2　　 泉 （　 東 資 井　 ）　 2 重 葦 萱 貰

町　 町 園 l ケ　 井 4 l （ l 2 ム口
料 l l　　 3 管 1 料 台 北 l

5　 5 町 26 谷　 5 金 26 管 3 l 1 室 22 41　 l 理 l 室 1 町 38

l l 2　本 戸 l 乗 本 理　 15 l 氷 浅　　 13 者 18 l 二 北

19 19 【寿 庚　 7 堤 寿 着　 氷 16 川 間　　 諏 15 丁 町 笠 諾 諾

禅 禅 憲 璽 院

で

申 l 院 ）　　 Jl 道 神 神　　 訪 一 三　 日 観

′」．・ナノJL→スE スE 講 11 驚 笠

区

場 社 祉　　 神 宝 宝 町 音 富　 神

院　 院 地
先

寺 社 寺 寺 会 堂 土　 社

講

6 5 4 元

5　4 3 2 1

ホ　＊5 絵 ＊4 ＊3
亀

甲
螺

ウ　ホ 馬 棒

キ　ウ 制 柄
製 キ 作

貫

の
造 製 製 細

蒔

絵

解
除

枝 道 作

術 技 技
術 術

解 解

除 除

同日筒 関 尚
松 松 井 町 野

1 1 5 南 ＿乙、口
L l l 3 3

37 37 14 l l
篠 鹿 平 8 27

土
方

＝ヒロ
雄

田
郡

井

目歳 佐

音台 平 司 平
蔵

棋
士
方
吉
雄
・
平
成
6
年
9
月
1
4
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

机
井
口
平
蔵
・
平
成
7
年
5
月
2
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

朽
鹿
島
佐
平
・
平
成
1

0
年
6
月
2
6
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

14 5 平成 4 年度 平成 3 年 度 2 平成元年度 63

16 15 14 13 12　　 11　　 10 9　8　 7　 6 5 4　3　 2 1

＝ 中 ち　ち　 ち　　 神　　 鶴 関 谷 谷　 ＊6 中 石 八　 開 探

柄 里 が が が　　 興　　 の 町 原　 原　 ち 村 神 丁 の ＝

け維 嚇 や　 や や　　 渡　　 舞 樅 の　 の　が 嚇 井 堀　 ぼ の
子

田

子

中

馬 馬 馬　　 御 子 菱 餅 や 子

中

佳維 三　 ろ 儀

（ 中
保 村
持 3

者 L

＼）ノ8
神 御

田 嶽
定 神

男 社

飾 飾 飾　　 の ボ 抱 馬 子 吉 市

り　 り　り　　 御 ウ　 き　飾 聯
供 チ　 唄　 り 子

石 八
道 唄
中 解

歌 関　　　　 除 村 神 丁
柄 里 町 磯

子
連

中
村

地

域

井 堀

磯子保存会田柄地域

嚇子連大泉町地域

書猥
l

芸曇喜芋
蔓壷墓室l45
兼兼太吉吉郎

莞妻雲

蓋慧善
存　　 存 ） 域 別

／∠三、　 ．△、
去　　 7三

16 平成14年度 8 7 元 昭和63年度

13 12 11 10 9 8 7　　　 6　5　4　3　2　1

囲 田　河 千 田 l‖千　　 乗 池 尾 池 小 東
浄 柄 野 川 柄 大 川　　 原　淵　崎 永 野 高
法 用　鎮 家 用 泉 上　　 道 遺 道 道 蘭　野
師 水 平 の 水 村 水　　 跡 跡 跡 雲 111 山
球

春

跡 筆 墓

北

記 役 跡　　 の　　　　 墓 墓 奥
子 念 場 竪　　　　　　　　 之
碑

石 春

碑

lU

跡

大

穴　 院
住
居
跡

関 水 石 春 練 株 高
＝ 神　目町 柄 泉 町　　 川　神　日　馬 馬 野
町 井　町 2 4 学 南　　 台 井 町　4　4　台
5
l
35
練
馬
区

台 3
8 l
l 2
21 寿

碧 ≡誓

者 憩
十 い

l
18
阿
弥
陀
堂

千

l
27
天
祖
神
社

園
町
2
】
2
大
泉
中

　 L l 3紺 窒

l 12 受 迎 10

・寺

　永 野

本 芸

構 内

川
家

琶 冨 蒜 霊　　 家 家

馨 都

（
名
勝
）牧

野
記
念
庭
園
　
　
　
　
　
　
東
大
泉
6
－
3
4
練
馬
区

（
天
然
記
念
物
）

17 16 10 6 平成3年度平成元年度63

9 8 7 6 5　　　 4 3　2 1

土 開 光 練 内　　 八 カ　井 練
支 進 伝 馬

東
小
学

田　　 の 夕　東 馬
田 第 寺 家　　 釜 ク　の 自
ノヽ 一 の の　　　の リ　ヤ 山
幡 小 コ 屋　　 湧 群　ナ 神
宮 学 ウ 校 敷　　 き 落 ギ

大 東

社
の
社
叢

土

校
の
ク
ス
ノ
キ

ヤ
マ
キ

氷

の
フ
ジ

春

林 水

早 束

の
大
ケ
ヤ
キ

練
支 早 川 ＝ 宮　　 大 泉　大 馬
田 宮 ム［コ町 3　　 泉 町 泉 4
4 2 3 1 l　 2 1　7 l
l 1 】 】41　 1 】 l 2
28
土
支
田

1 24 30 内　　 27 葦 墓 室 自
開
進
第

光
伝
寺

練
馬
区
教
虫l∃
委
員
A

夏雲 蓋

呂 蓋

山
神
杜

ノヽ
幡
宮

小
学
校

嘉 芸 冨

≡さ 市 男

3
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関
口
家
文
書
　
〓
掩
）

登
録
有
形
文
化
財

●●

所所
在有
地者

個
人
蔵

土
支
田
3
丁
目

江
戸
時
代
に
土
支
田
村
下
組
の
村
役
人
を

勤
め
た
関
口
家
に
伝
わ
る
文
書
で
、
江
戸
時

代
の
享
保
1
7
年
（
一
七
三
二
年
）
か
ら
昭
和

戦
前
期
ま
で
1
3
3
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
は
村
政
な
ど
に
か
か
わ
る
文
書
、
明

治
以
降
は
豊
渓
小
な
ど
に
関
す
る
文
書
や
土

支
田
地
域
の
地
図
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
神
井
図
書
館
地
階

郷
土
資
料
室

明
治
1

0
年
（
一
八
七
七
年
）
に
明
治
政
府

が
国
内
の
産
業
を
奨
励
す
る
た
め
に
開
催
し

た
博
覧
会
に
、
上
練
馬
村
の
相
原
房
次
が
た

く
あ
ん
漬
を
出
品
し
た
際
に
受
け
た
賞
状
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
練
馬
区
域
か
ら
は
大
根
・

麦
な
ど
の
農
産
物
や
、
お
け
・
靴
・
木
綿
・

絹
糸
な
ど
5
0
点
が
出
品
さ
れ
、
7
点
が
賞
状

な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
2
年
に
東
早
淵
遺
跡
第
4
地
点
　
（
早

宮
1
－
2
4
）
　
で
、
旧
石
器
時
代
の
土
層
か
ら

出
土
し
た
石
斧
3
点
で
す
。
2
点
は
長
さ
約

9
c
m
の
完
全
な
形
で
、
1
点
は
刃
の
部
分
の

破
片
で
す
。
斧
形
石
器
と
も
呼
ば
れ
、
区
内

で
最
も
古
い
部
類
の
石
器
で
す
。

0　　　　5cm
’．．．．．．．＿＿二．⊥＿こ．＿．二

土
東
関
人
格
馨
の
社
最
二
か
務
）

登
凍
泉
藤
記
念
物

●●

所所
在有
地者

宗
教
法
人
　
土
支
田
八
幡
宮

土
支
田
4
－
2
8

キ
川
上
永
潮
轟
ア
ル
バ
ム
茜
冊
）

登
録
有
形
文
化
財

土
支
田
八
幡
宮
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
イ
チ
ョ
ウ
・
ア
オ

キ
・
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
か
ら
な
る
森
で
す
。
区

内
で
は
比
較
的
広
く
、
樹
齢
の
若
い
ス
ギ
ヤ

ヒ
ノ
キ
が
2
0
0
株
以
上
あ
り
ま
す
。

ま
■
つ
い
し
よ
こ
ノ

内
国
勧
業
博
覧
会
忍
状
二
枚
）

登
録
有
形
文
化
財

東
早
淵
遺
跡
出
土
の

局
部
慶
製
石
斧
（
三
点
）

登
録
有
形
文
化
財

●
　
所
在
地
　
石
神
井
台
1
－
1
6
－
3
1

●
　
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

●
　
所
有
者
　
学
校
法
人

根
津
育
英
会
　
武
蔵
学
園

●
　
所
在
地
　
豊
玉
上
1
－
2
6
－
1

武
蔵
学
園
記
念
室

昭
和
1
3
～
1
6
年
　
二
九
三
八
～
四
一
年
）

に
武
蔵
高
等
学
校
交
友
会
文
化
学
部
が
調
査

し
た
、
千
川
上
水
の
記
録
で
す
。
本
流
や
、

落
合
分
水
流
域
な
ど
2
0
0
点
余
り
の
白
黒
写
真

が
、
4
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

4


